
Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Soolety 　of 　Obstetrlos 　and 　 Gyneoology

日本産科婦人科学会雑誌　24巻 1 号　69〜72頁　1972年 （昭47） 1 月

Luteonostic・n に よ る尿 中 HCG の 半定量

千 葉 大 学医 学 部 産 科 婦 人 科 学 教室

講 師　関　　　 光 　　 倫

　　 　 　 　 　　 　 　 は じめ に

　 Wide ＆ Gemzell （1960）の 赤血球凝集阻止反

応 （HAIR ）に よ る尿中 HCG の 測定法の 発表

以来 ， 各種 の HAIR ・kitが開発され 実際に 臨床応

用 されて来た が ， そ の 感度が低 く主 と し て妊娠の

判定か 絨毛性腫瘍の補助診断に 応用 され る に 過 ぎ

なか つ た ．そ の 後 Wide 　 et　aL （1961）が HA 　I

R で Human 　pituitary　LH とHCG の cross 　rea −

ction を発見し て 以来 ，
こ れ を利用 して 尿中 LH

の 定量 も数多く試み られ て 来た が ， 尿中 LH を定

量する為に は 何 らか の 方法で 尿を濃縮する必要が

あ り，血 清ある い は 尿中LH の 定量 は こ れ らの 操

作を必要 と し な い radioimmunoassay （RIA ）に 道

を譲 らざるを得なか つ た．

　最近 N・V ・Organon の Schuurs （1967）が 尿中

L　Hre 量用に HA 　I　 R を利用 した Luteonosticon

を開発 し
，

1969年 4 月 Amsterdam で 開催 された

c‘lnte皿 ational 　Conference　 on 　an 工mm   ochemi ．

cal 　 LH ・Test” で 多方面 よ り詳細な検討が加え ら

れ Acta　endocr ．（Kbh ）Suppl． 141 （1970）に 纒

め て 発表 され て い る．

　尿中 1．H 定量用 と し て 開発された こ の Luteono ・

sticon は 元来 HCG −antiHCG 　 system で ある か ら

当然 HCG 定量が可能で あ り， その 比較的高感度

を利用 し て 通常市販 の 免疫学的妊娠反応 kit で は

測定不能な絨毛性腫瘍患者 の follow　up や ， 早期

流産お よ び 子宮外妊娠中絶の 診断に 非常に 強力な

手段 とな り得る事は事実 で ，今後 Pregnostic。 n と

Luteonostlconを用 い て 動物や isotope を必要と

す る Friedman 反応や RIA を利用す る事な く高

濃度か ら比較的低濃度に 渉 る尿中 HCG の 定量 を

すべ て cover 出来 る もの と考 え る．

　最近われ われ も Lute・n ・ sticon を利用す る機会

を得た の で ， その尿中 HCG 定量 へ の 応用 を報告

す る ．

　　　　　 Luteonosticen 実施手技

　A ）本 kit （6 検体用）備え付け の 試薬お よび

器具

　 1） 濃縮ク ニ ン 酸緩衝液 （1検体用 10ml ， 使用

時蒸溜水 で 7．5倍に 稀釈）．

　 2） 家兎抗 HCG 血清 の 凍結乾燥物 （使用時 1

検体用 vial を 3ml の 稀釈緩衝液で 溶解）．

　 3）　 HCG 感作赤血球 の 凍結乾燥物 （使用時 1

検体用 vial を 4ml の 稀釈緩衝液で 懸濁）．

　 4）　判定用小試験管，

　 5）　試 験管 ス タ ソ ．ド．

　 B ）手技の 実際

　 1） 24時間尿 また は早朝尿を80℃ の 温浴 中で 5

分間加温後 3 ，000rpm　10分間遠沈．

　2）　 こ の 上清 を稀釈緩衝液 で 倍数稀釈 ， 原尿

2
，

4
， 8 お よ び 16倍稀釈尿各 6 ．Oml の 系列 を

作 る，

　3）　倍数稀釈尿系列 5 本 （必要が あれば稀釈倍

数を更 に 延長す る） に 調整抗」血清各 0．5ml を加

え良 く混和後 15〜25℃ の 室温に 2 （な い し 4 ）時

間放置 ．

　4）　 こ の 5 本お よ び抗血清を加えな か つ た原尿

（対照） に赤血球懸濁液 O．5ml を加え良 く混和

後室温 に 30 （な い し 60）分間放置．

　5） 各試験管を 2，000rpm　5 〜10分間遠沈 ， 上

清を捨て て か ら 5ml の 緩衝液 を 加 え更に 同様 に

遠沈，そ の 沈澱物に O．4ml の 緩衝液を 加え て 良

く混和後備 え付け の 小試験管に 移 し室温｝e 　2 時間

放置後判定す る．

　6） 判定 ：小試験管底 に 明瞭 t：　ring （Schuursの

pattern　O また は 1）を形成す る もの を赤血球凝集阻
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止反応陽性とす る．こ の kitは原尿だけ陽性 の 場

合す なわ ち 感度は HcG で loIu11 ，
　 LH で 251u11

とな る様 に 調整 されて い る．　 （免疫化学的に 2．5

1U 　 of 　 LH 　 in2nd 　 IRP −HMG ＝ 1．OIU 　 of 　 2nd

IS−HCG と換算され て い る）．し たが つ て 2 倍， 4

倍， 8 倍お よ び 16倍稀釈ま で 陽性 の 場合に は それ

ぞれ HCG で 20， 40，80，　 1601U ／1 ，
LH で 50

，

100，
200

，
4001U 〆1 の 濃度 と判定 され る ，

　　　　　　　　結果及び考寨

　指示 書セこ は control の ring 形成 の 悪 い 場合 に

の み尿中 の 反応騒擾因子 を除 く為加温す る様 に指

示 されて い るが，Schuurs （1870）に よれ ぽ こ れ は特

に 夏に 多 く16％に 見 られ る とい わ れ，われ われ は

条件を
一
定に す る為に全例80℃ 5 分間加温 した ．

　 A ）Iot　 No．の 相違に よ る 再現性 の 検討 （表

1 ） ： 4 種類の lot　No の kitsを使用 し，　 H 　O　G

　　　表 ユ　lot　No
， の 相 違 に よ る 再 現性 の 検討

Samples
Lot　NQ ，oi 　Luteonosticon

622049

図 ユ　 尿 中HCG の Luteonosticon 定 量 値 と RIA

　　 値 の 相 閃

　　　　　　　　　　　　　　 ：

］

20 　　80　　　　　　　　　　5120
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定量用に 奇胎後患者尿 3 種，小児尿 （3 才） で 30

1U／1 に 稀釈 した Primogonyl
，
　 LH 定量用に 正 常

婦人月経第22 口尿お よ び小児尿で 401Ul 　1 に 稀釈

した 2nd　IRP ．　 HMG を検体 と し て ， こ れ らを同

時に 定量 し た結果 ，
3 検体に は 10tNo ・の違 い に

よ る差が 見 られず，他 3 検体に は 1稀釈段階の 差

が見 られた ．Schuurs（1970） も こ の 程度 の 変動は

認 め て い る ．な お，Primogonyl お よび 2nd　 lRP

で 共 に 1段階上 の 判定が出た の は こ の 小児尿 に あ

る程度 の LH が含 まれて い る為 とも考え られ る．

　 B ）尿中HCG の Luteon・ stic ・n 定量値と RI

A 値の 相関 （図 1）： 36検体 の 尿中HCG 濃度を

Luteonosticon と RIA で それぞ れ定量 した 結果 ，

そ の 相関係数は r ＝ 0，99で 両者は 良 く相関す る事

図 　 2

を 示め し，Thomas 　 et 　aL （1970）の 報告 と
一

致す

る ．

　C ）症例

　a ）　Y．N ．35才 ， 破壊性奇胎 （図 2 ） ： 昭和46年

4 月 8 日奇胎掻爬後出血が続 ぎ 4 月26日再掻爬 5

月］1 日入院 ，
Pregnosticen（十）， MTX20   5 目
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図　 3
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間注射 （今後MTX と省略）する も尿中HCG 高

濃度を示 し BBT も高温相を持続 ， 出血 も止らな

い の で 子宮金摘 出，破奇と判明 ， そ の 後MTX2

ク
ー

ル を行ない 退院せ る も 尿中HCG は 40〜80

1UI 　1 を変動 し て い る．

　b）　K ・N ・30才，胞状奇胎 （図 3 ）： 昭和43年 1

月 4 日奇胎掻爬， 1 月 8 日入院MTX1 ク
ー

ル 後

B 　L　M30mglO 回注射 ， 更に MTX を 1 ク
ー

ル 追加

し た．其 の 後 Pregnosticon
，
　 Friedman50RU 共に

陰性， BBT も正常 2 相性 で 経過， 昭和44年 9

園　 4
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月〜11月に MTX3 ク ー
ル 行な い再 び全 て正常 と

な り昭和46年 5 月の 尿中 HCG は 40〜801u11 を

変動 し た が ， 6 月よ り次第に 増加 し
，

7 月をこ は
’

2，560〜 5，1201U11 に 達 し BBT も異常 となっ

た の で 9 月 8 日再入 院MTX 治療中で ある，

　c） K ．A ．32才，胞状奇胎 （図 4 ）：昭和45年 12

月 2 日奇胎掻爬 ， 出血の 為 12月12目と12月26 日に

再 掻 爬 ， 昭和46年 3 月24 日入院 MTX2 ク
ー

ル

施行， 5 月 2 日退院尿中 HCG は排卵時を除 ぎ10

図　 5
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　1 を変動 し経過良好 と考え られ る．

　d）　C ．1・28才 ， 胞状奇胎 （図 5 ）： 昭和46年 5

月 14日奇胎掻爬 ， 6 月 15 日入院， 6 月29日再掻爬

MTX3 ク
ー

ル 施行 し経過良好で 退 院 し た．尿中

HGG は排卵時を除き 1D〜401U ！1を変動 ．

　 e ） H ．K ．25才 ， 胞状奇胎 （図 6 ，上）：昭和46

年 7 月24日入院 ， 奇胎掻爬 ，
MTX3 ク

ール 施行

後退院 し た．

　f） T．A ．36才，胞状奇胎 （図 6 ，下）：昭和46

年 6 月26 口入院 ，
6 月29 日奇胎掻爬 ，

7 月 1 日お

よ び 7 月 13日再掻爬，MTX3 ク ール 施行 し て 退

院．H ．K ．と 共 に 掻爬後MTX 治 療中の 尿中HC

G 減少の 様子が
一一・H瞭然 で あ る．

　9）　 C・K ・27才，無排卵周期症 （図 7 ，上）： 持

続無排卵周期症 の 為 Epimestrol 　5 ．Omg × 10口間

1 圃 の 治療を行 な い 排卵， 高温相b：21　U間続 き多

量 の 出血 と共 に 低温相に 移行せ る例で ，掻爬に よ

b絨毛を確認 し て い る． 高温相第17日 よ り尿中

HCG を定重 し，
80〜 16elU ／　1 の 濃度を証明 し

た ．そ の 後 EpimeStrol　 5 ．Omg × 10日間で 現在 肖：び

妊娠中で あ る．

　h） M ．1．35才， 無排卵周期症 （図 7
， 下）： 平

常 BBT は 36．7cC以上 を示 し，　 Clomid　100rng無

効 ，
PMS −Clomid 療法 （関 ，

1971 ） で 排卵，高温

相が 29目間続 い た 例 で 高温柑第 19日 よ り24時間尿

中HCG 値を定量 した結果，可成 りの 高値を示 し

た ．こ の 間 Pregnosticon は 陰性で あ る、

　以上 ， わ れわ れ の 成績 は例数が少 く断定出来な

い が，絨毛性腫瘍 follow　up で は 正常性周期婦人

尿中LH 値 （末発表）か らも尿中HCG 濃度が排

卵時を除 き 10〜401u11 を保 つ 限 り， 病状 は安定

して い るも の と考 え られ ，
こ の 点 RIA で 検討し

た Chen （197D の 報告 と
一

致す る． 今後 こ の 点

に 関 し大 い に 検討され る もの と考 え られる ，最後

の 症例 2 例 （C ．K ．
，
　M ．1．） は Pregnosticonで ｝X

感知 し得 な い 時期に お け る早期流産 と考え られ る

が ，Luteonosticon に よ る早期流産 の 診断は 今後不

妊患老の 予後判定 の
一助 とな る もの と思われ る．

　　　　　　　　　 おわ りに

　 Lutconosticon が絨毛性腫瘍 の follow　up お よ び

早期流産 の 診断 に 有用 で ある事を実例を 以て 証明

した ．
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